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研修歯科医の臨床研修に対するモチベーションを変化させる要因

大 戸　敬 之 1） 中 山 　歩 1） 岩 下 洋 一 朗 2）  
松 本　祐 子 1） 吉 田　礼 子 1） 田 口　則 宏 2）

抄録：本研究は，研修歯科医の臨床研修に対するモチベーションを変化させる要因について，質的に解析を行った。平成 27 年度
鹿児島大学医学部・歯学部附属病院研修歯科医 23 名を対象に，質問紙調査を実施し，その回答内容を質的帰納的に分析した。こ
れにより，研修歯科医のモチベーションを変化させる要因として，『人間関係』，『治療』，『研修生活』，『日常生活』の 4つが得ら
れた。特に，モチベーションを変化させている要因としては，研修歯科医と指導歯科医との人間関係が影響していた。この結果
より，より効果的な臨床研修プログラムの立案につながると考えられる。
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緒　　言

　職場におけるモチベーションを左右する因子につい
ては，医療専門職に限らず，様々な職業で報告されて
いる1-3)。加えて，モチベーション低下によって起き
る離職などの悪影響も多く知られている4-6)。
　現在の日本の臨床研修制度は，医師・歯科医師のど
ちらにおいても，人格を涵養し，基本的な診療能力を
身につけるものであると定められており，生涯研修の
始まりとしても重要な役割を担っている7）。そのた
め，研修歯科医の研修に対するモチベーションを高め
ておくことは，その後の歯科医師としての将来に大き
く関わってくるものであると思われる。
　この研修に対するモチベーションを左右する原因
についての考察は，医科の研修医では報告があるも
のの8），歯科においては，その原因について質的な手
法を用いて分析した報告はない。そこで本研究では，
よりよい研修体制や研修環境を整えるための一助とな
ることを目的として，研修歯科医のモチベーションを
変化させる要因について調査を行なった。

対象および方法

　1．対象
　平成 27 年度鹿児島大学医学部・歯学部附属病院研
修歯科医の 27 名うち，地域の開業歯科医院に出向し
ているものを除く 23 名であった。うちわけは，大学
病院単独型研修プログラム 17 名，大学病院および地
域の開業歯科医院との複合型研修プログラム 6名で

あった。男性は 13 名，女性は 10 名であった。また鹿
児島大学卒業者は 18 名，それ以外が 5名であった。
　2．方法
　対象者へのアンケート調査は，研修開始 4か月後の
平成 27 年 8 月末に実施した。調査は無記名にて行
なった。アンケートの内容としては，「これまでの研
修を振り返って，研修に対するモチベーションが向上
（または低下）するのはどんな時でしたか，具体的に
記入して下さい」とし，その理由等も記載できる自由
記載形式とした（図 1）。
　3．分析方法
　記載内容の分析には，質的帰納的研究として，意味
内容の類似性による分類と命名を行なった9）。分析の
手順は，それぞれのアンケート用紙の回答をまず十分
に読み込んだ上で，書き文字の癖などによるバイアス
の除去や分析の容易さのため電子データとして文字起
こしを実施した。そして，文章の羅列となったデータ
を「朝一番の診療の時に，先生に強く注意されて落ち
込んだ」といった一連の内容となっているセンテンス
毎に分割した。そして，センテンスの内容が類似して
いるもの同士を同じグループとして分類した。分類に
は全体を通じての大分類と，向上・低下の要因毎の小
分類があり，分類毎に命名を行なった。なお一連の分
析には，共同研究者を含め 3名が加わり，分類の過程
や結果の妥当性について検討を行なった。
　4．倫理的配慮
　本研究はヘルシンキ宣言の精神を遵守し実施した。
研究開始前に，研究代表者が研究対象者に対して，研
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究の内容および参加の可否に関わらず臨床研修の成績
とは一切関係の無いことを口頭で説明した。そして，
同意を得られたものに対してのみ，調査およびデータ
の分析を行なった。データは個人が特定されないよう
に加工を行なった。

結　　果

　得られた大分類のグループは『人間関係』，『治療』，
『研修生活』，『日常生活』の 4つであった。大分類の
グループを向上と低下にわけて，基になったセンテン
スの一部を並べたのが表 1である。
　研修歯科医のモチベーションが向上した要因は全体
で 46 個あげられた。大分類でみると『人間関係』に
関することが 41％と最も多く，次いで『治療』に関
することが 37％，『研修生活』に関することが 11％，
『日常生活』が 11％となった。『人間関係』の相手と
しては，「患者」が 42％，「指導歯科医」が 42％の同
数で多く，「研修歯科医同士」は 16％となった。『治
療』に関しては，センテンス別に「治療がうまくいっ
た時」が 50％と最も多く，「治療を任された時」が図 1　アンケート用紙

表 1　得られた分類および名前と基になったセンテンス
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31％，そして「治療がうまくいかなかった時」が
19％でモチベーションが向上していた。『研修生活』
については，「セミナーや勉強」が 60％，「目標の設
定」が 40％であった（図 2）。
　一方，研修歯科医のモチベーションが低下した要因
は全体で 31 個あげられた。向上と同様に『人間関係』
が 49％と最も多く，『日常生活』が 19％，『治療』・
『研修生活』が同数の 16％であった。『人間関係』の
相手としては，「指導歯科医」が 60％，「患者」が
33％，「研修歯科医同士」は 7％であった。『日常生活』
では，体調が悪い時，帰りが遅くなった時といった内
容であった。『治療』では，「うまくいかなかった時」
が 60％，「同じ失敗を繰り返した時」が 40％であっ
た。『研修生活』では，「デスクワークが多い」が
80％で，「時間の不規則さ」が 20％であった（図 3）。

考　　察

　研修歯科医のモチベーションを変化させる最大の要
因は，『人間関係』であった。そして，モチベーショ
ンの向上と低下のどちらの場合においても，指導歯科
医との関係の割合が最も高かった。これは，臨床研修
の期間中に最も直接的に関係する時間が長いからであ
ると考えられる。向上は，「褒められた」，「努力を認
められた」，「励まされた」といったときにみられた。
低下は，叱ることや怒るということのみで発生するわ
けではなく，「研修歯科医の求める指導内容ではな
かった」，「言葉の選択を間違っているように感じた」
といった研修歯科医が納得することのできない指導で
あった場合にモチベーションが低下する傾向があっ
た。指導歯科医の指導は，『治療』の部分にも関係し
ている。『治療』では，モチベーションが向上する要
因として，治療がうまくいったというポジティブな因

図 2　モチベーション向上の要因

図 3　モチベーション低下の要因
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子だけでなく，相反するうまくいかなかったというネ
ガティブな因子も同様にモチベーションの向上につな
がる結果となっている。うまくいかなかった場合も，
「今後の自分の課題としてとらえた」，「指導歯科医に
も励まされた」といったことがセンテンスからあげら
れている。失敗したといったネガティブな事象につい
て，研修歯科医はポジティブな事象よりもより深く省
察することができるとの報告10）もあり，できごとに
対する適切な振り返りと，指導歯科医との関係性が重
要となってくる。加えて，振り返りについては，『研
修生活』におけるモチベーション低下要因の一つであ
る，デスクワークが多いということにも関係してい
る。デスクワークの内容としては，カルテ記載といっ
た治療に関することではなく，ポートフォリオやオン
ライン歯科臨床研修評価システム （DEBUT）11）などの
臨床研修を行なっていく上での課題が主なものであ
る。ポートフォリオには能力を高めるといったエビデ
ンス12）もあり，学習効果が認められているものである
が，宿題のように行なっていくだけでは意味をなさず
に，研修歯科医のモチベーションを下げるのみとなっ
てしまう。ポートフォリオによる振り返りが自己の成
長にどのように役に立つのか，振り返りがなぜ重要な
のかといった，振り返りを行うことの意味をしっかり
と研修歯科医に対して説明することが求められてい
る。
　心理学分野におけるモチベーションには，評価や賞
罰・強制といった外的要因によって動機付けられる外
発的動機付けと，内面に湧き上がる自己の興味を満足
させるためや，達成感を得るために行う内発的動機付
けの二つに大別される13）。外発的動機付けは一時的な
ものであり，継続的な成長を促す内発的動機付けがよ
り効果的であるとされている。また外発的動機付け
も，自己の価値観などと一致している場合には，自律
性の高まった外発的動機付けであり，内発的動機付け
と同様の効果があるとされる14）。一方で，期限が区切
られたものや，ミニマムリクワイアメントが設定され
た強制された外発的動機付けは最も自律性の低い外発
的動機付けとされ，特に効果が低い15）。これらのこと
は，今回の結果にも見られる。デスクワークの多さと
いう表現から，強制されている課題としての認識の強
いものでは，外発的動機付けの中でも自律性の低いも
のであった。一方で，適切なアドバイスを得ることや
励まされるという言語報酬をもらうものは，外発的動
機付けであっても自律性の高いものであると考えられ
る。これは，今回の結果でも指導歯科医からの励まし
や，適切な指導によってモチベーションが向上したこ
とに表れている。このように臨床研修に対する研修歯
科医のモチベーションについても心理学的に用いられ
ているモチベーションと同様のことが確認された。

　なお，本研究は鹿児島大学医学部・歯学部附属病院
の研修歯科医の単年度，一時点でのアンケート調査の
みを対象としており，より結果の妥当性を高めるため
にも，他施設や多年度での調査を実施することや，研
修歯科医に対するフォローアップインタビューが必要
である。

結　　論

　本研究で，研修歯科医のモチベーションを変化させ
る『人間関係』，『治療』，『研修生活』，『日常生活』と
いう 4つの要因が明らかとなった。この結果は，指導
歯科医側への指導など今後の臨床研修プログラムの改
善などに役立てることができると考えられる。
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Factors affecting motivation to clinical training of dental trainees
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Abstract：As part of the present study, factors that affect dental trainees’ motivation towards clini-
cal training were qualitatively analysed.  In 2015, Kagoshima University Medical and Dental Hospital 
conducted a questionnaire survey on 23 dental trainees, which it analysed in a qualitative and induc-
tive way.  The results revealed four factors that affect motivation : human relations, dental treatment, 
clinical training style, and daily living.  In particular, the dental trainee’s relationship with their den-
tal clinical instructor was seen as a significant influencing factor.  It is anticipated that these results 
will lead to the planning of a more effective clinical training program in the future.
Key words：dental trainee, dental clinical instructor, motivation


